第２期玉村町空家等対策計画（素案）に対するパブリックコメントの実施結果について

■意見の募集期間：令和５年１２月２２日～令和６年１月２２日

	番号
	提出頂いた意見の概要
	町の考え方

	１
	「同町内に長く定住している」などの条件を設け、町民向けに空き家を貸し出す補助金などの施策があるといい。
玉村町の平均的な家賃料などを考慮し適切な価格で貸し出すなど（玉村町は都市ガスがないため、他と比べ家賃自体を安めにする必要があると感じた）。
	補助金等の具体的な内容は、今後検討することになりますが、補助対象を移住者だけに限定しないよう下記のとおり表現を改めます。
P27　第５章 空家等対策の推進・具体的な対策 

１ 空家所有者に対する意識の啓発に向けて　
修正前

修正後

(7) 移住者への空家等利用による補助金の整備
空き家バンクを利用して空家等を活用する移住者のための補助制度を整備し、空家等の減少と共に地域の活性化を目指します。

(7) 移住者等への空家等利用による補助金の整備
空き家バンクを利用して空家等の賃借や購入を検討している方のための補助金を整備し、空家等の減少と共に地域の活性化を目指します。



	２
	芝根地区の空き家が70 戸あるなら、五料と埼玉県の上里町を橋で繋げば移住者は増えると思う（玉村町からも出て行くかもしれないが）。
本庄駅と神保原駅はものすごく近くなるし、高崎の新町駅の渋滞も緩和されるし、本庄駅に行くために遠回りしなければならなかった伊勢崎の坂東大橋の渋滞も緩和される。
長い目で見たら良いことしかない気がする。
	交通の利便性の向上は、空家等対策に効果を生む可能性がありますが、空家等対策計画に橋の整備方針を記述することは出来ませんので、町の施策の参考とさせていただきます。


■提出があった意見：１人　２件　■提出日：令和５年１２月２７日
